








A Rare Case of Mandibular Radicular Cyst 
with Ciliated Epithelium











































































































裏装上皮 重層扁平上皮 繊毛上皮 計
部　　位 上顎 下顎 計 上顎 下顎 計 上顎 下顎 計
症例：男性 70 33 103 15 1 16 85 34 119
女性 40 14 54 9 0 9 49 14 63
計 110 47 157 24 1 25 134 48 182
％ 60．4 25．8 86．3 13．2 0．5 13．7 73．6 26．4 100．0
年齢：範囲 11－87 16－68 11－87 22－60 76 22－76 11－87 16－76 11－87
（歳）　平均 37．3 42．7 38．9 41．8 76 43．2 38．1 42．9 39．4
我々が経験した下顎歯根嚢胞のうち，裏装上皮に
繊毛上皮が認められたのは本症例のみで，182例中
1例（0．5％）であった．また文献的には，Shear
　（1960）1）は200例中4例（2．0％），Browne（1972）2）
は402例中1例（0．2％）認め，鈴木ら（1990）3）は408
例中皆無（0．0％）であったとしている．これらの
報告からも本症例はきわめて稀であると判断でき
る．これに対し上顎歯根嚢胞では，Shear（1960）1）
は200例中14例（7．0％），Browne（1972）2）は402例
中2例（0．5％），鈴木ら（1990）3）は408例中18例
（4．4％）に繊毛上皮を認めており，我々は表1に
示した如く，182例中24例（13．2％）とやや高い発
現率を示したが，上顎においても繊毛上皮を有す
る歯根嚢胞は少ないと言うことができる．
　歯根嚢胞の裏装上皮はほとんどが重層扁平上皮
で，このことからマラッセの残遺上皮や口腔粘膜
上皮に由来すると考えられている4）．繊毛上皮が
上顎に現われることがあるのは，発生学的にも，
解剖学的にも繊毛上皮を有する呼吸器官と隣接し
ていることに関連している．とくに上顎臼歯部で
は，根尖と上顎洞が非常に近接しており，炎症巣
の波及によって，上顎洞粘膜上皮が根尖病巣に侵
入する可能性が高いと思われる．しかし下顎の場
合には，上顎洞粘膜上皮の侵入は考えることがで
きない．したがって本症例にみられた繊毛上皮の
由来は，低分化型から高分化型への化生の可能性
は少ないが，Browne（1972）2｝の言う，重層扁平上
皮の一種の化生と思考される。すなわち彼は嚢胞
という特殊な環境のもとに生じた化生と推察して
いる．また本症例と同様な下顎の繊毛上皮を持っ
た歯根嚢胞の報告が少数例あり5～9），さらに繊毛だ
けでなく杯細胞のような粘液産生細胞を伴うもの
もあったという症例も認められたが5・6・8），これら
の組織変化はいずれも解明されておらず，化生に
よるものと考えているようである．
　なお本症例は，脱落してしまった左側下顎中切
歯のresidual　cyst（残留嚢胞）と言うこともでき
る．しかし，石川，秋吉1°）によれぽ，残留嚢胞は歯
根嚢胞に限らず嚢胞摘出後に残留した上皮性肉芽
によって生じたものであるとしており，宮崎ll）は
原因歯が抜去された後に残った歯根嚢胞が多いが
それのみではないとしている．したがって，我々
は，これらのことと臨床所見を考え併せた上で，
residual　custとするよりもradicular　cystと診断
すべきものと考えた．
結 語
　76歳，男性の下顎前歯部に出現した歯根嚢胞で，
裏装上皮の一部に繊毛上皮を認めた1症例につい
て報告した．繊毛上皮を伴った下顎の歯根嚢胞は，
我々の教室では182例中本症例の1例のみ（0．5％）
で，文献的にも，きわめて稀であると判断された．
我々はこの繊毛上皮の組織由来については，嚢胞
という特殊な環境や炎症による種々の影響によっ
て生じた重層扁平上皮の一種の化生によるものと
考えた．
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